
所
得
に
対
す
る
租
税
に
関
す
る
二
重
課
税
の
回
避
及
び
脱
税
の
防
止
の
た
め
の
日
本
国
政
府
と
イ
ン
ド
共
和
国
政
府
と

の
間
の
条
約
を
改
正
す
る
議
定
書

日
本
国
政
府
及
び
イ
ン
ド
共
和
国
政
府
は
、

二
千
六
年
二
月
二
十
四
日
に
東
京
で
署
名
さ
れ
た
議
定
書
に
よ
っ
て
改
正
さ
れ
た
千
九
百
八
十
九
年
三
月
七
日
に
ニ
ュ
ー
デ

リ
ー
で
署
名
さ
れ
た
所
得
に
対
す
る
租
税
に
関
す
る
二
重
課
税
の
回
避
及
び
脱
税
の
防
止
の
た
め
の
日
本
国
政
府
と
イ
ン
ド
共

和
国
政
府
と
の
間
の
条
約
（
以
下
「
条
約
」
と
い
う
。
）
を
改
正
す
る
こ
と
を
希
望
し
て
、

次
の
と
お
り
協
定
し
た
。

第
一
条

条
約
第
十
一
条
３
及
び
４
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

３

２
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
方
の
締
約
国
内
に
お
い
て
生
ず
る
利
子
で
あ
っ
て
、
次
の
い
ず
れ
か
の
場
合
に
該
当
す

る
も
の
に
つ
い
て
は
、
他
方
の
締
約
国
に
お
い
て
の
み
租
税
を
課
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

当
該
利
子
の
受
益
者
が
、
当
該
他
方
の
締
約
国
の
政
府
、
当
該
他
方
の
締
約
国
の
地
方
政
府
若
し
く
は
地
方
公
共
団

(a)



体
、
当
該
他
方
の
締
約
国
の
中
央
銀
行
又
は
当
該
他
方
の
締
約
国
の
政
府
が
全
面
的
に
所
有
す
る
金
融
機
関
で
あ
る
場

合
当
該
利
子
の
受
益
者
が
当
該
他
方
の
締
約
国
の
居
住
者
で
あ
り
、
か
つ
、
当
該
他
方
の
締
約
国
の
政
府
、
当
該
他
方

(b)
の
締
約
国
の
地
方
政
府
若
し
く
は
地
方
公
共
団
体
、
当
該
他
方
の
締
約
国
の
中
央
銀
行
若
し
く
は
当
該
他
方
の
締
約
国

の
政
府
が
全
面
的
に
所
有
す
る
金
融
機
関
に
よ
っ
て
保
証
さ
れ
た
債
権
、
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
保
険
の
引
受
け
が
行
わ
れ

た
債
権
又
は
こ
れ
ら
に
よ
る
間
接
融
資
に
係
る
債
権
に
関
し
て
当
該
利
子
が
支
払
わ
れ
る
場
合

４

３
の
規
定
の
適
用
上
、
「
中
央
銀
行
」
及
び
「
政
府
が
全
面
的
に
所
有
す
る
金
融
機
関
」
と
は
、
次
の
も
の
を
い
う
。

日
本
国
に
つ
い
て
は
、

(a)

日
本
銀
行

(i)

株
式
会
社
国
際
協
力
銀
行

(ii)

独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構

(iii)

独
立
行
政
法
人
日
本
貿
易
保
険

(iv)

日
本
国
政
府
が
資
本
の
全
部
を
所
有
す
る
そ
の
他
の
金
融
機
関
で
両
締
約
国
の
政
府
が
随
時
合
意
す
る
も
の

(v)



イ
ン
ド
に
つ
い
て
は
、

(b)

イ
ン
ド
準
備
銀
行

(i)

イ
ン
ド
輸
出
入
銀
行

(ii)

イ
ン
ド
総
合
保
険
公
社

(iii)

ニ
ュ
ー
イ
ン
デ
ィ
ア
保
険
会
社

(iv)

イ
ン
ド
政
府
が
資
本
の
全
部
を
所
有
す
る
そ
の
他
の
金
融
機
関
で
両
締
約
国
の
政
府
が
随
時
合
意
す
る
も
の

(v)
第
二
条

条
約
第
二
十
六
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
二
十
六
条

１

両
締
約
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
は
、
こ
の
条
約
の
規
定
の
実
施
又
は
両
締
約
国
若
し
く
は
そ
れ
ら
の
地
方
政
府
若
し
く

は
地
方
公
共
団
体
が
課
す
る
全
て
の
種
類
の
租
税
に
関
す
る
両
締
約
国
の
法
令
（
当
該
法
令
に
基
づ
く
課
税
が
こ
の
条
約

の
規
定
に
反
し
な
い
場
合
に
限
る
。
）
の
運
用
若
し
く
は
執
行
に
関
連
す
る
情
報
（
文
書
及
び
文
書
の
認
証
さ
れ
た
謄
本

を
含
む
。
）
を
交
換
す
る
。
情
報
の
交
換
は
、
第
一
条
及
び
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
制
限
を
受
け
な
い
。



２

１
の
規
定
に
基
づ
き
一
方
の
締
約
国
が
受
領
し
た
情
報
は
、
当
該
一
方
の
締
約
国
が
そ
の
法
令
に
基
づ
い
て
入
手
し
た

情
報
と
同
様
に
秘
密
と
し
て
取
り
扱
う
も
の
と
し
、
１
に
規
定
す
る
租
税
の
賦
課
若
し
く
は
徴
収
、
こ
れ
ら
の
租
税
に
関

す
る
執
行
若
し
く
は
訴
追
、
こ
れ
ら
の
租
税
に
関
す
る
不
服
申
立
て
に
つ
い
て
の
決
定
又
は
こ
れ
ら
の
監
督
に
関
与
す
る

者
又
は
当
局
（
裁
判
所
及
び
行
政
機
関
を
含
む
。
）
に
対
し
て
の
み
、
開
示
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
者
又
は
当
局
は
、
当
該

情
報
を
そ
の
よ
う
な
目
的
の
た
め
に
の
み
使
用
す
る
。
こ
れ
ら
の
者
又
は
当
局
は
、
当
該
情
報
を
公
開
の
法
廷
に
お
け
る

審
理
又
は
司
法
上
の
決
定
に
お
い
て
開
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
２
の
第
一
文
か
ら
第
三
文
ま
で
の
規
定
に
か
か
わ

ら
ず
、
一
方
の
締
約
国
が
受
領
し
た
情
報
は
、
両
締
約
国
の
法
令
に
基
づ
き
他
の
目
的
の
た
め
に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
情
報
を
提
供
し
た
他
方
の
締
約
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
が
そ
の
よ
う
な
使
用
を
許
可
す
る
と
き

は
、
他
の
目
的
の
た
め
に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

１
及
び
２
の
規
定
は
、
い
か
な
る
場
合
に
も
、
一
方
の
締
約
国
に
対
し
、
次
の
こ
と
を
行
う
義
務
を
課
す
る
も
の
と
解

し
て
は
な
ら
な
い
。

当
該
一
方
の
締
約
国
又
は
他
方
の
締
約
国
の
法
令
及
び
行
政
上
の
慣
行
に
抵
触
す
る
行
政
上
の
措
置
を
と
る
こ
と
。

(a)

当
該
一
方
の
締
約
国
又
は
他
方
の
締
約
国
の
法
令
の
下
に
お
い
て
又
は
行
政
の
通
常
の
運
営
に
お
い
て
入
手
す
る
こ

(b)



と
が
で
き
な
い
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
。

営
業
上
、
事
業
上
、
産
業
上
、
商
業
上
若
し
く
は
職
業
上
の
秘
密
若
し
く
は
取
引
の
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
よ
う
な

(c)
情
報
又
は
公
開
す
る
こ
と
が
公
の
秩
序
に
反
す
る
こ
と
に
な
る
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
。

４

一
方
の
締
約
国
は
、
他
方
の
締
約
国
が
こ
の
条
の
規
定
に
従
っ
て
当
該
一
方
の
締
約
国
に
対
し
情
報
の
提
供
を
要
請
す

る
場
合
に
は
、
自
己
の
課
税
目
的
の
た
め
に
必
要
で
な
い
と
き
で
あ
っ
て
も
、
当
該
情
報
を
入
手
す
る
た
め
に
必
要
な
手

段
を
用
い
る
。
こ
の
４
の
第
一
文
に
規
定
す
る
義
務
は
、
３
に
定
め
る
制
限
に
従
う
が
、
そ
の
制
限
は
、
い
か
な
る
場
合

に
も
、
当
該
情
報
が
自
己
の
課
税
目
的
の
た
め
に
必
要
で
な
い
こ
と
の
み
を
理
由
と
し
て
、
一
方
の
締
約
国
が
情
報
の
提

供
を
拒
否
す
る
こ
と
を
認
め
る
も
の
と
解
し
て
は
な
ら
な
い
。

５

３
の
規
定
は
、
い
か
な
る
場
合
に
も
、
提
供
を
要
請
さ
れ
た
情
報
が
銀
行
そ
の
他
の
金
融
機
関
、
名
義
人
、
代
理
人
若

し
く
は
受
託
者
が
有
す
る
情
報
又
は
あ
る
者
の
所
有
に
関
す
る
情
報
で
あ
る
こ
と
の
み
を
理
由
と
し
て
、
一
方
の
締
約
国

が
情
報
の
提
供
を
拒
否
す
る
こ
と
を
認
め
る
も
の
と
解
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
三
条

条
約
第
二
十
六
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。



第
二
十
六
条
の
Ａ

１

両
締
約
国
は
、
租
税
債
権
の
徴
収
に
つ
き
相
互
に
支
援
を
行
う
。
こ
の
支
援
は
、
第
一
条
及
び
第
二
条
の
規
定
に
よ
る

制
限
を
受
け
な
い
。
両
締
約
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
は
、
こ
の
条
の
規
定
の
実
施
方
法
を
合
意
に
よ
っ
て
定
め
る
こ
と
が

で
き
る
。

２

こ
の
条
に
お
い
て
、
「
租
税
債
権
」
と
は
、
第
二
条
の
規
定
の
対
象
と
な
る
租
税
及
び
両
締
約
国
又
は
そ
れ
ら
の
地
方

政
府
若
し
く
は
地
方
公
共
団
体
が
課
す
る
次
の
租
税
（
そ
の
課
税
が
こ
の
条
約
又
は
両
締
約
国
が
当
事
国
と
な
っ
て
い
る

他
の
取
極
の
規
定
に
反
し
な
い
場
合
に
限
る
。
）
の
額
並
び
に
こ
れ
ら
の
租
税
の
額
に
関
す
る
利
子
、
行
政
上
の
金
銭
罰

及
び
徴
収
又
は
保
全
の
費
用
を
い
う
。

日
本
国
に
お
い
て
は
、

(a)

消
費
税

(i)

相
続
税

(ii)

贈
与
税

(iii)
イ
ン
ド
に
お
い
て
は
、

(b)



資
産
税

(i)

物
品
税

(ii)

サ
ー
ビ
ス
税

(iii)

売
上
税

(iv)

付
加
価
値
税

(v)
そ
の
他
の
租
税
で
両
締
約
国
の
政
府
が
合
意
す
る
も
の

(c)
３

一
方
の
締
約
国
の
租
税
債
権
が
当
該
一
方
の
締
約
国
の
法
令
に
基
づ
き
執
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
か

つ
、
そ
の
徴
収
に
お
け
る
支
援
の
要
請
の
時
に
お
い
て
当
該
租
税
債
権
を
負
担
す
る
者
が
当
該
一
方
の
締
約
国
の
法
令
に

基
づ
き
当
該
租
税
債
権
の
徴
収
を
停
止
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
当
該
租
税
債
権
は
、
当
該
一
方
の
締
約
国

の
権
限
の
あ
る
当
局
の
要
請
に
基
づ
き
、
他
方
の
締
約
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
に
よ
り
、
徴
収
の
た
め
に
引
き
受
け
ら
れ

る
も
の
と
す
る
。
当
該
租
税
債
権
は
、
こ
の
３
の
規
定
に
基
づ
い
て
当
該
他
方
の
締
約
国
が
要
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
条

件
を
満
た
す
当
該
他
方
の
締
約
国
の
租
税
債
権
と
同
様
に
、
当
該
他
方
の
締
約
国
に
よ
り
、
当
該
他
方
の
締
約
国
の
租
税

の
執
行
及
び
徴
収
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
る
当
該
他
方
の
締
約
国
の
法
令
に
従
っ
て
徴
収
さ
れ
る
。



４

一
方
の
締
約
国
の
租
税
債
権
が
当
該
一
方
の
締
約
国
の
法
令
に
基
づ
き
そ
の
徴
収
を
確
保
す
る
た
め
に
当
該
一
方
の
締

約
国
が
保
全
の
措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
租
税
債
権
は
、
当
該
一
方
の
締
約
国
の
権
限

の
あ
る
当
局
の
要
請
に
基
づ
き
、
他
方
の
締
約
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
に
よ
り
、
保
全
の
措
置
の
た
め
に
引
き
受
け
ら
れ

る
も
の
と
す
る
。
当
該
他
方
の
締
約
国
は
、
そ
の
保
全
の
措
置
を
と
る
時
に
お
い
て
当
該
租
税
債
権
が
当
該
一
方
の
締
約

国
に
お
い
て
執
行
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
場
合
又
は
当
該
租
税
債
権
を
負
担
す
る
者
が
そ
の
徴
収
を
停
止
さ

せ
る
権
利
を
有
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
当
該
租
税
債
権
が
当
該
他
方
の
締
約
国
の
租
税
債
権
で
あ
る
と
し
た
場
合
と
同

様
に
、
当
該
他
方
の
締
約
国
の
法
令
に
従
っ
て
当
該
保
全
の
措
置
を
と
る
。

５

３
及
び
４
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
３
又
は
４
に
規
定
す
る
徴
収
又
は
保
全
の
措
置
の
た
め
に
一
方
の
締
約
国
に
よ
り

引
き
受
け
ら
れ
た
租
税
債
権
は
、
当
該
一
方
の
締
約
国
に
お
い
て
、
当
該
一
方
の
締
約
国
の
法
令
の
下
で
租
税
債
権
で
あ

る
と
の
理
由
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
時
効
の
対
象
と
さ
れ
ず
、
か
つ
、
そ
の
理
由
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
優
先
権
を
与
え
ら
れ

な
い
。
３
又
は
４
に
規
定
す
る
徴
収
又
は
保
全
の
措
置
の
た
め
に
当
該
一
方
の
締
約
国
に
よ
り
引
き
受
け
ら
れ
た
租
税
債

権
は
、
当
該
一
方
の
締
約
国
に
お
い
て
、
他
方
の
締
約
国
の
法
令
の
下
で
当
該
租
税
債
権
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
る
優
先
権

を
有
す
る
も
の
で
な
い
。



６

５
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
３
又
は
４
に
規
定
す
る
徴
収
又
は
保
全
の
措
置
の
た
め
に
一
方
の
締
約
国
に
よ
り
引
き
受

け
ら
れ
た
租
税
債
権
の
徴
収
に
当
た
っ
て
当
該
一
方
の
締
約
国
が
と
っ
た
措
置
は
、
当
該
措
置
が
他
方
の
締
約
国
に
よ
っ

て
と
ら
れ
た
な
ら
ば
、
当
該
他
方
の
締
約
国
の
法
令
に
従
っ
て
当
該
租
税
債
権
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
る
時
効
を
停
止
し
、

又
は
中
断
す
る
効
果
を
有
す
る
こ
と
と
な
る
場
合
に
は
、
当
該
他
方
の
締
約
国
の
法
令
の
下
に
お
い
て
も
同
様
の
効
果
を

有
す
る
。
当
該
一
方
の
締
約
国
は
、
当
該
措
置
に
つ
い
て
当
該
他
方
の
締
約
国
に
通
報
す
る
。

７

一
方
の
締
約
国
の
租
税
債
権
の
存
在
、
有
効
性
又
は
額
に
関
す
る
争
訟
の
手
続
は
、
他
方
の
締
約
国
の
裁
判
所
又
は
行

政
機
関
に
提
起
さ
れ
な
い
。

８

一
方
の
締
約
国
が
３
又
は
４
の
規
定
に
基
づ
い
て
要
請
し
た
後
、
他
方
の
締
約
国
が
関
連
す
る
租
税
債
権
を
徴
収
し
、

当
該
一
方
の
締
約
国
に
送
金
す
る
ま
で
の
間
に
、
当
該
租
税
債
権
が
次
の

又
は

の
規
定
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
場
合

(a)

(b)

に
は
、
当
該
一
方
の
締
約
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
は
、
当
該
他
方
の
締
約
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
に
対
し
そ
の
事
実
を
速

や
か
に
通
報
し
、
当
該
他
方
の
締
約
国
の
選
択
に
よ
り
、
当
該
一
方
の
締
約
国
は
、
そ
の
要
請
を
停
止
し
、
又
は
撤
回
す

る
。

３
の
規
定
に
基
づ
く
要
請
に
つ
い
て
は
、
当
該
租
税
債
権
が
、
当
該
一
方
の
締
約
国
の
法
令
に
基
づ
き
執
行
す
る
こ

(a)



と
が
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
当
該
租
税
債
権
を
負
担
す
る
者
が
当
該
一
方
の
締
約
国
の
法
令
に
基
づ
き
当
該
租

税
債
権
の
徴
収
を
停
止
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

４
の
規
定
に
基
づ
く
要
請
に
つ
い
て
は
、
当
該
租
税
債
権
が
、
当
該
一
方
の
締
約
国
が
そ
の
法
令
に
基
づ
き
そ
の
徴

(b)
収
を
確
保
す
る
た
め
に
保
全
の
措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

９

こ
の
条
の
規
定
は
、
い
か
な
る
場
合
に
も
、
一
方
の
締
約
国
に
対
し
、
次
の
こ
と
を
行
う
義
務
を
課
す
る
も
の
と
解
し

て
は
な
ら
な
い
。

当
該
一
方
の
締
約
国
又
は
他
方
の
締
約
国
の
法
令
及
び
行
政
上
の
慣
行
に
抵
触
す
る
行
政
上
の
措
置
を
と
る
こ
と
。

(a)

公
の
秩
序
に
反
す
る
こ
と
と
な
る
措
置
を
と
る
こ
と
。

(b)

他
方
の
締
約
国
が
そ
の
法
令
又
は
行
政
上
の
慣
行
に
基
づ
き
徴
収
又
は
保
全
の
た
め
に
全
て
の
妥
当
な
措
置
を
と
っ

(c)
て
い
な
い
場
合
に
支
援
を
行
う
こ
と
。

当
該
一
方
の
締
約
国
の
行
政
上
の
負
担
が
他
方
の
締
約
国
が
得
る
利
益
に
比
し
て
明
ら
か
に
不
均
衡
で
あ
る
場
合
に

(d)
支
援
を
行
う
こ
と
。

第
四
条



１

こ
の
議
定
書
は
、
両
締
約
国
の
そ
れ
ぞ
れ
の
国
内
法
上
の
手
続
に
従
っ
て
承
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
議
定
書

は
、
そ
の
承
認
を
通
知
す
る
外
交
上
の
公
文
の
交
換
の
日
の
後
三
十
日
目
の
日
に
効
力
を
生
ず
る
。

２

第
一
条
の
規
定
に
よ
っ
て
改
正
さ
れ
る
条
約
第
十
一
条
３
及
び
４
の
規
定
は
、
次
の
も
の
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

日
本
国
に
お
い
て
は
、

(a)

課
税
年
度
に
基
づ
い
て
課
さ
れ
る
租
税
に
関
し
て
は
、
こ
の
議
定
書
が
効
力
を
生
ず
る
年
の
翌
年
の
一
月
一
日
以
後

(i)
に
開
始
す
る
各
課
税
年
度
の
租
税

課
税
年
度
に
基
づ
か
な
い
で
課
さ
れ
る
租
税
に
関
し
て
は
、
こ
の
議
定
書
が
効
力
を
生
ず
る
年
の
翌
年
の
一
月
一
日

(ii)
以
後
に
課
さ
れ
る
租
税

イ
ン
ド
に
お
い
て
は
、

(b)

源
泉
徴
収
さ
れ
る
租
税
に
関
し
て
は
、
こ
の
議
定
書
が
効
力
を
生
ず
る
年
の
翌
年
の
四
月
一
日
以
後
に
支
払
わ
れ
、

(i)
又
は
貸
記
さ
れ
る
額

こ
の
議
定
書
が
効
力
を
生
ず
る
年
の
翌
年
の
四
月
一
日
以
後
に
開
始
す
る
各
課
税
年
度
の
所
得
に
対
す
る
租
税

(ii)

３

第
二
条
の
規
定
に
よ
っ
て
改
正
さ
れ
る
条
約
第
二
十
六
条
及
び
第
三
条
の
規
定
に
よ
っ
て
加
え
ら
れ
る
条
約
第
二
十
六
条



の
Ａ
の
規
定
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
の
対
象
と
な
る
租
税
が
課
さ
れ
る
日
又
は
当
該
租
税
に
係
る
課
税
年
度
に
か
か
わ
ら
ず
、

こ
の
議
定
書
が
効
力
を
生
ず
る
日
か
ら
適
用
す
る
。

４

こ
の
議
定
書
は
、
条
約
が
有
効
で
あ
る
限
り
効
力
を
有
す
る
。

以
上
の
証
拠
と
し
て
、
下
名
は
、
各
自
の
政
府
か
ら
正
当
に
委
任
を
受
け
て
こ
の
議
定
書
に
署
名
し
た
。

二
千
十
五
年
十
二
月
十
一
日
に
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
で
、
ひ
と
し
く
正
文
で
あ
る
日
本
語
、
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
及
び
英
語
に
よ
り
本

書
二
通
を
作
成
し
た
。
解
釈
に
相
違
が
あ
る
場
合
に
は
、
英
語
の
本
文
に
よ
る
。



日
本
国
政
府
の
た
め
に

平
松
賢
司

イ
ン
ド
共
和
国
政
府
の
た
め
に

ハ
ス
ム
ー
ク
・
ア
デ
ィ
ア


